








要約:将来ターミナル・ケアーが必要と考えられる思春期の重症疾患児 3 症例を対象に、

患児の障害受容、自己受容、さらに将来どのように自我が形成されるのかを前方視的に検

討した。最初の病状説明から患児の既往歴と性格を十分に把握しておくことが早期の障害

受容に肝要であり、定期的に心理面接を行い患児が自分自身のことを表現できることで自

己が受容され、周囲との信頼関係の継続が保障された。今後、自己喪失体験を経て、新し

い自己が再発見できるまで継続的心理面接が必要と思われる。


